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伊藤 了子
＊
1975年，ひとりの青年が東京からやって来た。民博に移籍した和田祐一先
生の後任者だ。アグリッパの大理石像のような顔の，明るい長めの髪の青年は
茶系統の衣装を纏っていた。金色の時計がまぶしい。この茶系統は何年も経っ
たあるとき突然，渋いグリーン系統に変わることになる。どうも服飾コーディ
ネータがいるらしい。
この青年は，学生に自分のことを「．．．先生」ではなく名前で呼ばせた。
自分も同僚の先生たちを「．．．さん」と呼ぶ。この関西文化圏で！ しか
し，いつしか仏文の学部生も院生も先生たちもごく自然に彼を「曽我さん」と
呼ぶようになった。以来，彼は「曽我さん」である。中川努さんの後任者 O.
Birmann さんも彼を「Soga」と呼ぶ。ファーストネームでは呼ばない。曽我さ
んがそれを嫌うからだ。
曽我さんの住所は，当初，かなり長い間宝塚ホテルだった。関西に落ち着く
気がないのかと思いきや，違っていた。そのうち芦屋にマンションを借り，今
や 38年にわたる関西暮らしだ。
＊＊
高塚洋太郎先生の後任として 1991年から曽我さんの同僚となった私が「曽
我語録」と呼んでいる名言がある。すぐに思い出すものだけでもいくつかあ
る。凡人にはとうてい実践できないものが多い。
ひとつ，お金とストレスは貯めない。
「お金は自分の勉強・研究につぎ込む。お金を払わないと身につかないよ」
９
曽我さんは家も物も持たない。本も収集する趣味はない。何かを貯めるのが
嫌いみたい。曽我さんいわく，お金がうんとあればホテルの階を借り切って，
そこに住むのだけれど．．．
ある年曽我さんが，留学から戻って最初の 10月の教授会で，次期学部長に
選出された。投票結果が発表されたとき（天国から地獄に突き落とされたかの
ごとく）顔色が真っ青だった。しかし翌日には「やる」と決意を表明。気持ち
の切り替えが早い。ストレスをためないための極意はこれらしい。
ひとつ，論文を書き上げたら，休まない。すぐ次に取りかかる。
そして見事な実践力。業績表参照。
ひとつ，ルールがある時はルールどおりにする。
これは交通信号を守るというような次元の話ではなくて．．．
ひとつ，頼まれたら断らない。
仕事でも学会発表でも，なんでも自動的に受けてしまう。基本的に Non．
と言わない。そしてやり遂げるのが「曽我式」である。
＊＊＊
曽我さんは風を起こすのが好きみたい。たとえば。
文法・講読中心のフランス語教育現場に，コミュニケーションを導入。フラ
ンス語の総合的運用能力（聞く・読む・話す・書く）をバランスよく高めるた
めの教授法を実現するグループを関西に作り，中川努さんとともに「ゲリラ活
動」の中心となった。今ではこれが当たり前の教授法になっている。
共同研究室の開放。むかしは恐い助手が番をしていて入りにくかった仏文研
究室が，仏文喫茶と呼ばれるまでに開放的になった。壁いっぱいの図書や雑誌
も学生が自由に閲覧できる。お茶はセルフサービス。弁当を食べに来る学生も
いる。
フランス研究会の顧問。研究会主催というより曽我さん主催の「ワインとチ
ーズとパンの会」と「鶴橋で韓国料理を食べる会」は不思議なことに何年も続
いている。卒業生や教員，ときにはフランス人留学生もまじえてかなりの人数
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が集まる。安価と自由な雰囲気が曽我式だ。
その他，在日フランス大使館と共同で設立した「関西フランス語教育研究
会」，関西の高校生対象の仏語暗唱大会等々，曽我さん発案の活動は数え切れ
ない。
＊＊＊＊
さいごに。曽我さんは絶え間ない思考と発見の人だ。ついこの間も私が研究
室に入っていくと，それまでパソコンに向かっていた曽我さんが近づいてき
て，「たった今，気がついたんだよ！僕は何もわかっていなかった！単純未来
形は不確定じゃないんだよ。未確定だったんだよ！」と，それから興奮冷めや
らないまま，滔々と論じる。授業開始の 10分前には部屋を出て行く習慣なの
で，終わりはあるのだけれど，次に会うと続きが聞ける。というわけで曽我さ
んの Eurêka! の場に何度も立ち会った私は学会に行かなくても発表が聞けるの
でした。
このように変化をもたらし続けた曽我さんはこれからも，変わることなく，
むしろ一層エネルギッシュに周囲を巻き込みながら，ダイナミックであり続け
られるでしょう。パリ 5区を愛してやまない永遠の青年「曽我さん」に乾杯！
追：ここだけの話ですが，曽我さんのズボンのベルトのサイズは二十歳のと
きから変わっていないそうです。
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